
11 2023.１ 第67号 

の し ろ 市 議 会 だ よ り 

産
業
建
設
委
員
会
・
分
科
会 

質
　
令
和
4
年
8
月
大
雨
被
害
に
よ
る
農
地

及
び
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
金

に
関
し
、
今
回
の
追
加
補
正
分
で
復
旧
の
め

ど
が
立
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
か
。 

答
　
今
回
の
補
正
は
国
庫
補
助
災
害
分
の
工

事
費
に
つ
い
て
、
2
つ
の
土
地
改
良
区
に
補

助
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
8
月
の
専

決
処
分
に
よ
る
各
団
体
へ
の
補
助
分
も
含
め
、

こ
れ
で
復
旧
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 

質
　
商
工
費
に
関
し
、
地
元
企
業
人
材
育
成

支
援
事
業
費
を
追
加
す
る
要
因
は
。 

答
　
補
助
金
の
交
付
対
象
と
す
る
業
種
に
つ

い
て
、
3
年
度
ま
で
は
対
象
を
限
定
し
て
い

た
が
、
4
年
度
か
ら
限
定
し
な
い
取
扱
い
に

変
更
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
当
初
想
定
し

て
い
た
申
請
件
数
よ
り
も
増
え
る
見
込
み
に

あ
る
こ
と
か
ら
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。 

 

質
　
能
代
市
工
業
用
水
道
事
業
の
設
置
に
関

し
て
、
水
質
や
単
価
は
ど
う
な
る
の
か
。 

答
　
工
業
用
水
道
は
、
上
水
道
の
水
質
基
準

の
適
用
を
受
け
ず
、
飲
料
用
に
は
使
用
で
き

な
い
。
単
価
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
概
算
設

計
の
段
階
で
あ
り
、
今
後
、
詳
細
な
設
計
を

行
い
、
事
業
費
を
積
算
し
て
い
く
中
で
、
単

価
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

質
　
能
代
市
簡
易
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
適
用
し

た
場
合
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。 

答
　
会
計
処
理
の
方
式
が
官
公
庁
会
計
に
よ

る
単
式
簿
記
か
ら
、
公
営
企
業
会
計
に
よ
る

複
式
簿
記
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
財
務
諸
表

を
作
成
す
る
こ
と
と
な
り
、
財
政
状
況
が
よ

り
明
確
に
な
る
。 
 

質
　
簡
易
水
道
事
業
と
水
道
事
業
の
料
金
体

系
を
同
一
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。 

答
　
当
面
は
現
在
の
料
金
体
系
を
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
判

断
し
て
い
き
た
い
。 

 

質
　
秋
田
県
及
び
能
代
市
に
お
け
る
生
活
排

水
処
理
事
業
の
運
営
に
係
る
連
携
協
約
の
締

結
に
関
す
る
協
議
に
関
し
て
、
連
携
協
約
の

締
結
に
よ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。 

答
　
秋
田
県
並
び
に
県
内
市
町
村
の
生
活
排

水
処
理
事
業
に
お
い
て
、
効
率
的
、
持
続
的

な
事
業
運
営
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
広
域
的
に
自
治
体
の
事
務
を
補
完
す

る
組
織
と
し
て
、
官
庁
が
51
％
、
民
間
が
49

％
出
資
す
る
資
本
金
1
億
円
の
株
式
会
社
を

設
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
運
用
開
始
時
に
お

け
る
組
織
体
制
は
、
出
資
し
た
自
治
体
及
び

民
間
会
社
等
に
よ
る
職
員
15
名
程
度
を
予
定

し
て
い
る
。 

質
　
市
で
行
っ
て
い
る
業
務
と
補
完
組
織
が

行
う
業
務
は
ど
の
よ
う
に
分
担
し
て
い
く
の

か
。 

答
　
補
完
組
織
で
は
経
営
戦
略
や
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定
な
ど
の
高
度
な

業
務
と
現
場
の
工
事
監
督
や
設
計
積
算
業
務

な
ど
を
支
援
す
る
一
般
的
な
業
務
の
2
つ
を

行
う
こ
と
と
な
る
。
一
般
的
な
業
務
は
引
き

続
き
市
で
行
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
高
度

な
業
務
の
経
営
戦
略
や
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
依
頼
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

質
　
補
完
組
織
の
運
営
に
伴
う
負
担
金
は
発

生
す
る
の
か
。 

答
　
定
期
的
に
支
出
す
る
負
担
金
等
は
な
い

が
、
業
務
を
発
注
し
、
完
了
し
た
際
に
対
価

を
支
出
す
る
こ
と
と
な
る
。 

（
今
野
孝
嶺
） 

議
長
の
主
な
動
き 

・
能
代
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

・
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会 

・
秋
田
県
木
材
加
工
推
進
機
構
　
創
立
30
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会 

・
第
48
回
能
代
市
総
合
体
育
大
会
総
合
開
会
式 

・
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
促
進
・
秋

田
県
北
部
期
成
同
盟
会
「
秋
田
県
北
部
地
域

日
沿
道
建
設
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

・
第
28
回
き
み
ま
ち
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

・
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
長
野 

・
の
し
ろ
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
２
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー 

・
第
41
期
女
流
本
因
坊
戦
　
5
番
勝
負
第
2
局

能
代
市
対
局
　
前
夜
祭
・
初
手
観
戦 

・
能
代
商
工
会
議
所
青
年
部
創
立
35
周
年
記
念

式
典･

記
念
祝
賀
会 

・
能
代
商
工
会
議
所
　
臨
時
議
員
総
会
懇
親
会 

・
東
北
市
議
会
議
長
会
　
理
事
会 

・
能
代
港
洋
上
風
力
発
電
拠
点
化
期
成
同
盟
会

講
演
会 

・
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿
線
市
町
村
建

設
促
進
大
会 

・
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会 

・
秋
田
県
市
議
会
議
長
会
　
臨
時
会 

・
秋
田
県
知
事
と
市
町
村
議
会
議
長
と
の
行
政
懇
談

会 

・
全
国
過
疎
地
域
連
盟
　
第
54
回
総
会 

・
第
39
回
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国

大
会
記
念
式
典 

・
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

in
能
代 

・
県
道
西
目
屋
二
ツ
井
線
荷
上
場
バ
イ
パ
ス
　

安
全
祈
願
祭
並
び
に
開
通
式
典 

・
県
道
西
目
屋
二
ツ
井
線「
荷
上
場
バ
イ
パ
ス
」

完
成
祝
賀
会 

・
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
臨
時
会 

・
八
峰
町
　
森
田
新
一
郎
町
長
　
お
別
れ
の
会 

 

（
代
理
含
む
） 

10
〜
12
月 

議長の交際費を公開します《10月～12月分》 

・秋田県木材加工推進機構創立30周年記念式典 
 ・祝賀会　5,000円 
・第41期女流本因坊戦5番勝負第2局能代市対局前夜祭 
 7,000円 
・能代商工会議所青年部創立35周年記念式典 
 ･記念祝賀会　7,000円 
・能代商工会議所臨時議員総会懇親会 8,000円 

※詳しくは本庁舎１階の行政情報コーナーで閲覧できます。 
※議長交際費は「能代市長の交際費に関する規定」に準じて支出しており 
　ます。 

  

　
12
月
20
日
に
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。 

【
付
議
事
件
】 

（
１
）
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用 

（
２
）
政
治
倫
理
の
確
立 

 

　
同
委
員
会
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

委

員

長
　
安
岡
　
明
雄 

副
委
員
長
　
阿
部
　
誠 

委
　
　
員
　
安
井
　
英
章
　
相
場
　
未
来
子 

　
　
　
　
　
大

　
翔
　
　
小
野
　
立 

　
　
　
　
　
針
金
　
勝
彦 

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置 


